
序

文学部論集第84号 (2000年 3月)

ミルトンの「パラダイス・ロスト」の

バイオ・ミュージック化と音楽化の試み

森谷峰雄寧森谷美麗日

〔抄録〕

ミルトンの「パラダイス・ロスト」は、よく言われるように、神の霊感を受けて創

作されたことは否定できない。同時に、彼はこの叙事詩において、言葉の音楽的機能

を最大限に使用したことも認められている。ここから、筆者らは、この叙事詩の音楽

化を志した。この方向は 2つある。 1つは電子音楽を駆使する方向と、伝統的な作曲

の方向である。筆者らはこの 2つを同時進行させている。そして、その音楽化それ自

体が最終目的ではなく、彼の詩が神の霊感によっていることと音楽的要素の豊かさで

あるところから、この詩を精神治療に役立たせるバイオ・ミュージック化を究極の目

的とする。今回の発表は、先に発表した「音響失楽園J (伝統作曲化も含む)の心理

的反応を日米の学生において行い、バイオミュージックの可能'性を探った。同時に、

伝統的方法による音楽化の試みがなされ、同時に進行させつつ、バイオ・ミュジック

の効果的構成を研究している。日米の比較から結果として、バイオ・ミュージックの

可能性の観点から、民族聞の差は殆どない、それどころか、驚くほど一致しているこ

とが、統計から観察されたのである。また、同じ資料の別の統計の結果から、ミノレト

ンの「パラダイス・ロスト」の音楽化がバイオミュージックの機能もつ可能性が見ら

れたのである。厳密に言えば、その研究の糸口がつかめたのである。

キーワード バイオ・ミュージック，ミルトンのパラダイス・ロスト，音響失楽園，

音楽化，心理学実験
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ミルトンの「パラダイス・ロスト J のバイオ・ミュージック化と後楽化の試み(森谷線機・森谷笑麗)

(4)バイオ・ミュージック

第2業 「失楽器J の音楽生め試み

(1)作曲〈楽譜ーすべてが、鋒}

「パラダイスーロスト J (...勺

第 4犠 (A)楽園の楽しい一日:散歩するアダムとイプ

(B)楽園の楽しい…臼:アダムとイプのタベのひと時

5巻 楽園の楽しいー詩:朝の祈りに急ぐアダムとイプ

s巻 アダムの命名:動物遼の行進

第 9巻悲劇1]:運命の分れ、楽顧のイプの繋落

悲劇:アタ寺ムとイヴの口論

( 2 )ペンデレスキーとの比較

あとがき

序

(次号に掲載)

らのこの論文における目的には 2つある。一つはミルトンの「パラダイス・ロスト J :a:: 

ることである。龍は絞に完成させたAPL(r者響失楽器全12出J)後1)をバイオ・ミュ

ージックとして精神の治癒に設立たせることである。薦者については、共著者の協力で完成は

近いと窓、う。後者について、築審は今後の非常に高麗で厳密な心理学的実験調査を経なければ

ならない。我々の根拠はミルトンの精神性にある。すなわち、「失楽関J はミルトン

よって創作しでできたもの?ある故に、 f臨に類そ見ない豊富な膏楽性kあいまって、バイ

オ・ミュジック化の可能J段はあると筆者らは倍じる。ミルトンの詩にさ憲づく苦楽の治癒の効果

は、人の魂を持に導くことである。それは、単なる気分的なものではない、救いの摸元がある

と思うのである。そのことについて、ハーパ…ド大学教授D.P.Walkerはイタリアルネツ、ザン

スの音楽家MarsilioFicinoのDeTriplici Vitaについて、次のよう ている、

He [Ficino] uses and discusses music chiefly as a means to medical， magical or 

th制球icends; which three ultimately converge to one: that of purifying body， spiritus 

and souJ， for a life of contemplation which shall achieve knowledge of， and union with， 

God. This is the final aim of his new Orphic singing to the lyre， of musical treatise emゃ

bedded in his commentary on the Timaeus， and of the detaiJed prescriptions for the 

therapeutic and astrological use of music in the De Triplici Vita， which we are now to 

〈注 2)
正!xamme.
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(捜〔ブィチノ] に庶療、魔帯、奇輔、の目的の手段として使用し議論している。

その 3つは一つに合流する。すなわち、それは、神の知識、神との合ーを達成する額想の生活

のために身体、霊、魂警めることである。これが、竪琴に合わせて歌う新しいオルアェウス

の歌の、「チマヱウスJ の注釈に挿入された音楽の議文の、そして今吟味しようとしている

「三重の命J のなかの者楽の治療的・星占構的使用のための詳しい説暁の、最詩的自的である。

一一試訳)

Ficinoは音楽には身体・議案・魂を清める機能がある、と鴻べている o そして、その目的は「神

との合-J である。もっとも、彼の考えには、「魔摘J といった異端的要素があり、これをす

べて受け入れることはできないが、「神との合-J に音楽が巣たす役割には筆者は大い

する。そして、議楽による魂の究麗の救済はここにある。

さて、筆者が海外研修で得た鰻{たい}鵠存夜は現代作訟家クリストア・ベンデレスキ

(Krzysztof Penderecki， 1933-)位 3jを知ったことであろう。彼はミルトンの Fパラダイス

・ロスト』の大持者どオペラへと創作した人であるが、飽に「広島の議牲者の哀悼歌J 日961)

をも作曲している。彼を知ることができたのは、インターネットのおかげであった。求守、二に

モリ大学がベンダレスキーの紹介のホーム・ペイジそもっているので、そこにいけば何とかペ

ンデレスやのオペラ「パラダイス・ロスト J(枝川の楽譜が乎にはいるのではないかという、期

待を胸に自動率ではるばる2000マイルの車討旅行に出かザた。エモリ大学はジョージア州アト

ランタに所主ずる私学の大学である。淡し

6月 りの中、音楽部を訪ね、 ン・アルパートにオペラ「パラダ

イス・ロスれの楽譜が認書室喜にあるのかと尋ねると、答は「否」であった。車寄らんだ、議総が

しぼんだように、なって大学を後にした。しかし、この音楽学科の事務室のおかげで、環代作

曲家の楽譜そ扱っているヨーロッパ・アメリカ器楽協会{伽:を知り、待望の楽譜が鴎いたのは、

7月下旬であった。長年ミルトンを研究している者にとって、現代作曲家の大家がミルトンの

興味をもお、それをオペラにしたとは、島闘の策者には夢のようであった。しかも、シカゴで

初績があったと霞うのであるから、うらやましい限りであった。それにしても、日本ではどう

か。いレトンの偉大な叙事詩「パラダイス・ロスト』の名前を汚す小説家渡辺淳一氏によって

r失楽題』、これを鐸本にしたi可名の映謡またそむ宣告が日本中の欝!おや映冨舘、

新開に鳴り響いて、毘じタイトルであるミルトンの Z失楽醤去を教室で教えたり、研究してい

る真撃なミルトン学者の良心に一一少なくとも筆者には非常に不検挟であった。これに対して、

して抗議をしたが、十分ではなかった。(制}ミルトンの説く純粋の信部・道徳、

とそれに反抗する悪智小説が日米の文化の室長においてがこんな所にまで現れるなど、夢にも思

わなかったのである。

この業譜の中、アダムとイプ及び神どの「リコンシリエイションJ (r和解J) の部分に興味
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ミルトンの「パラダイス・ロスト」のバイオ・ミュージックイヒと脅手軽イとの試み(森谷峰雄・森谷美麗)

が走る。というのも、昨年、「者響失楽霞全12由J (3 CDS)を出抜したが、そのなかに、本

論文の共著者が、「和解J ("RECONCILIAτION勺を作曲して収録していたからであって、

どのように、その得答の提擦が巽なるかに興味があったからである。ただし、現在、能者の楽

譜色ができていないので、本議分においては、 f患の楽譜 (r動物たまうの命名J) を比較すること

にした。

音響「失楽関J (APL)の心理的反応の実験調査については、多くの方々の侮協力を戴い

イ弗教大学の学生のみならず¥IUP，DUQuesne University， Mount Alysior Collegeの学生及び

教授の理解と協力があった。今、その名前を記して、研究者の義務として感謝の意を表したいο

まず、 IUPでは、研究体制の基を築いて下さったνlichael Hood芸術学部長(Deanof Fine 

Arts)は、筆者が実験研究協力者を探して幕戦?を鱒しているときに、どこからともなく

て競まして下さった。大学説研究部GraduateSchool and ResearchのHollySnair(Proposal 

Developmeねりは学察当に黙って学内の実験謁査の許可そして戴いた。 Dr.Ronald Shafer， Dr. 

Donald羽cClure ， Dr. Susan McClure， Dr. Peggy Hi1fong (以上、

Dr. Carl Schneider (学科主f壬)， Dr. Sherrill Begresぉ， Vincent Ferrara， Dr‘ Kwぉi

Yurenkyi (以上、宗教・哲学学科): Dr. J ohn Scandret (学科主f壬)， Dr. Dieter Wulfhorst 

(以上音楽学科);統計処理では、数学科のDr.Charles Bertness氏のお世話になった。 Du-

Quesne Universityでは Dr.Labriolaの協力があった。特にLabriola博士は米悶の著名なミル

トン学者であるα ラプリオラ博士は自分の大学院のクラスにおいてこの実験を自ら

なデータ て〉 ったばかりでなく、 ピッツパーグで発表した「失楽障の

苦楽J 6岱にも コメントをして戴いたo Mount Aloysius CollegeではDr.Tim Tul繍

doon， Dr. Daniel D. Fredricks (The Dean)， Dr. Brad Hastings (Chairperson， Social Sciω 

ence Department)， Sr Deidra Mullan (pshychologist)の譲力を得た。

この度の発表は、将来を概観した概略的観祭である。倍々の詳しい学問的観察は踏の発表の

機会に譲る。たとえば、バイオ・ミュージックの可能性は更に広範関の精度の高い心理学的実

験の繰り返しが必要で〉ある。その報告は、その結果そ待って行うことにする。しかし、筆者の

今回の実験の経験から、この種の研究には特にミルトンの詩を扱う場合に、ただ、計量的な実

験出方法はその重大な救請の方面において、不適切な方法であることを学んだ、。学問的名目の

下に、鷺撃をなミルトンには不可欠な「持機;念J を若定する方法は、学間的に見えて、突は、学

間欠縮努さらけだしていると患うのである。今後、学問の名において、 f神J

でてくる場合、筆者はこれを苔定しようと怒う G そうしないと、ミルト

本研究の存寵儲値が否定されることになるからである。

が

て

詣

つ
る

従
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五ム
詰罪悪

第 1牽 音響 T失楽塵J (APL)の心灘学的反応:尽米比較日傘

(1)日本の学生の長応

( 2 )米国の学生の反応

( 3 )比較相違

( 4 )バイオ・ミュージックの可能性

〔実験の方法〕

(1) Design: SINGLE-FACTOIミBETWEENSUB]ECTS 

(2) Independent variable: Nationality (Japanぞ$台 orAmericans) 

( 3) Dependent variables: 1. general evaluation， 2. sensibility (negative or positive 

response to the music， 3. Imaεination (grasp of meaning of the music)， 4. self-

reported mood chanbe music)， 

( 4 )豆ypothesis:] apanese and American students will not differ in their response to 

the Acoustic Paradise Los! as measured by general evaluation， sensiblity， imagina-

tion， or self-reported mood change. 

日本の場合の実験の方法を記述する O 筆記用紙を配布するO

15分間関きまサ。聞いて想像したもの、考えたもの、感じたも も

ら、音響を約

きい」と言う o

配布が終わって、更に付げ足す、「この実験はボランタリであるから、参加したくない者は何

もする必要望がありません。参加しないことによって、成績上の影響は前もありません」と。そ

れから、 CDをかげる O 書き終わった用紙を閉収するo

アメリカの場合も大体同じで、大学当昂の許可・正式の手続きを経て実際に実験ができる。

ンブオームド・コンセント借りの説明を読み、アンケ…トF語紙を配る。{絞れ実験の後、

(Debriefing) i出 Jの希望を顕き、学識の終わりに、手各欝替のみに送付するo

CD を閣さ、舟紙を自~文する。

(1)筆者の日本の学生に対する一般的J:P象{対象:190名〉

きて、

じクラス

プローチの喜立に、この「音響失楽題全12曲j を揮発し、筆者が教えてい

ミルトンの講誌のクラスに試饗してもらってその感想を発表してもらった。開

くとも 1から 2年共に同じ場所で毘じ空気を吸っていた者の皮誌は、

とうてい観られない毅かいが鋭い批判をも含めた理解というものを感じた。が、

ゆずることにする。筆者の一般的な印象として言えるこ kは、

多かったこと る。誕って、文章は短く、簡濯になる。
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ミルトンの fパラダイス・ロスト j のパイコt.ミュージックイじと音楽化の試み{森谷線維・森谷美麗)

( 2 ) の学生に対する一般的印象{対象:500) 0 

今@]の対象は酬のうち、時間の制約から70(その内一人記入なし)に限った。米関の学生は

臼本の直感的な感懇よりも推論的な感想が多い。論糠的にまたは物語的に感想を発表する。能

って、文章自体が裁くなる。筆者が築いたのは、ヨ ほとん じた「不思議な皆

楽J という、その「鴛きJ が2伊J(“eerie") を緯いて、 s[応、がほとんどなかったことであるo

これは、 f司令物語るか。これは米国の霞かれた関際的環境によるのではないかと、筆者は思う。

日本では、悶民は大抵単一民族であると言って過設ではないが、米関は複合畏族であるo 他畏

族唱を受け入れなければ、生活できない環境にある。たとえ、その人がどれほど、自分と爽なっ

ていても、受け入れる灘鍍がある。そういう之ころに、不思議がる意識がないのであろう o

( 3 )詩米地較相違

自米比較というが、この音響は本来ジョン・ミルトンという 171せ紀の英菌の偉大な詩人を基

礎にしているのであるから、英語摺に蕗する米国が本場ということになろう o もっとも、ぞれ

令開発したのは、日本であるがむしかも、 Bの結果から、関別の差はなく、ぞれどころか、

相性が大きいことが分かった。ただ、 Aの結巣から、日米に麓がでているo

A.心理実験結果

4つのDV (DEPENDENT V ARIABLES)の関係

Group Statistics 

γest 

Group Statistics 

Statistics 

EGvaelnuear封詣oln 
Mood 

Attitu語会 Gr誼sp Change 

N vallo 259 259 259 1185よ75 
MIsslng 1 1 T 

Mean 53‘27 53.48 48，57 47.69 

Med唱n 60.00 60，00 55.00 68.00 

Sld. Devlation 27.58 20.37 25，13 37.15 

Range 159 85 幸容 130 

Mlnlmum 必G 。 Q -30 
Maxlmum 99 85 90 100 

〔表 1] 

すベテのDVにおいて、米岡の学生が日本の学生より、高い点を取っている O これは、 B:2ド

の学生より米顕の学生の質がよかったためか、米関ぬ学生の方がAcousticParadise Lostにな
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じみ易かったためか、一毅的に米閣の大学の教育の闘がよいためか、今の段簡ではその瞭閣は

分からない。 とも学生はアトランダムに選んだので、操作はしていない。 4つのDVのな

かで平均点数の高い1舗に日本の学生の場合、「一般評鍾J -General Evaluation-(52.34)、

「態度J -Attitude-(52.15)、「気分変化J …主t100d Change-(47.10)、「内主筆記援J -

Grasp-(44.69)である。「内容抱握」が…番評価しにくく、「気分変イ七」が次に評織し難い

ものであることが分かる。しかし、標準鍾差値をみると、「気分変化J (37.37)がもっとも

い。一番低いのは「一般評価J (20‘21)である。米盟の学生の場合、平均点は「内容担援J

(59.26)が一番高く、「気分変化J (50，21)が一番低い。「一般評儲J (56，62)は2番呂に高

い。日米とも、一番評価しやすいのは、「持毅野鶴」であろう。これは、知性の領域である。

知'註はもっとも計量しやすい。「内容把護」が日米において、逆転しているのは富岳い。これ

は、音響の糠が英語であるから、臼本人には難しく、米購入には易しいということも考えられ

るのその意味で、この評価値は国籍のパイアスが大きい。標準偏差値は「気分変化J (36.73) 

が日本と開じく一番闘い。「…穀評髄J (20.89)が日本と同じく…番低い。ここぞ釘米共に、

一致した。次に、日米総合をみると、「ー較許鑓J (53.48)が一番高く、「気分変北J (47，69) 

が最告である。標準優差髄をみると、一番高いのが「気分変化J (37.15)で、一番値いのが

f一般評価J (20，37)である。総合では、「一般評価J と「気分変イL が平均点と標準偏差で

しているのが非常に特徴的である。機溶偏差値では、日・米‘ B米韓合とも同じ傾向を晃
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せている。すなわち、「気分変イヒJ が援漁民で、「一般評鍾j が最揺である G 頻度数さをみると、

がf患のDVの中で高点数の頼度数が一番多い。すなわち、この中で、…番多いの

は2つあり開じ10%で、評俸は70と80である。「態慶J を晃ると、一番多いのは16.9%で評価

は70、次に10.8%で評価は60である。「…般評価」では、一番多いのは13.5%で、評価は60で

ある。「内容把握 lでは、一番高いのは13.8%で評価60である。以上から分かることは、「気分

はある積の人聞にとって、 える有効性が高いことを示している o

Correlations 

(1)日本の学生
Correlations 
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2 ]から分かることは、「態変」がどのDV

に、 I態捜J と「一般評留 j との関係が一番強く、
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しても相関関係が強いことである。

と「内容把握」とが 2議、最後に
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「態度」と「感情変化」が来る。「感情変化」を中心にすれば、「態度」が一番強く、次に「一

般評価」、最後に「内容把握」が来る。「感情変化」が他のD Vのいずれとも結びつきが一番弱

い。「感情変イ七」は知性や想像力・感性に余り関係がないと言えよう。ただ、その中でも態度

との結びつきが一番強いことが言える。

( 2 ) 米国の学生

Correlations 

Euvaelnueartaiot n 
Mood 

A制tud・ Grasp Change 
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[表 3J 

表 3から分かることは、「態度」と「内容把握」との相関関係が一番強いことである。次に、

「態度」と「感情変化」の関係が大きい。「感情変イ七」を中心にするれば、一番結びつきがつ

よいのは、「態度」である。一番関係が弱いのは、「一般評価」である。それどころか、「感情

変化」と「一般評価」は逆比例している。「感情変化」と「一般評価」とのピアソン相関関係

は-0.434である。「感情変化」は知性には影響を受けないということが分かる。

( 3 ) 日米合同

Correlations 
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[表4J 

上の表から見て、興味深い現象は、「態度」はどのDVとも相関関係が高いことである。ピ
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アソン相関関係は対・「一般評価」は0.572、対・「内容把握」は0.632、対・「気分変化」は

0.592である。その他は略する。「態度」とは、音響に対する真剣味である。これに対して、ど

のバリアプルとも相関関係が低いのは「気分変化」である。「気分変化」の対・「態度」は

0.592、問、対「一般評価」は0.327、問、対「内容把握」は0.311である。そして、我々が特

に興味を持つのが、「気分変化」である。なぜなら、これは音響が直接対象に与える精神的・

霊的救済効果と見てよいからである。しかし、このDVについて言えることは、「気分変化」

は知性(，一般評価J)や想像力・感性(，内容把握J) とは異なる次元のものである、というこ

とである。音響に対して真剣味さえあれば、対象の能力には関係なしこの音響には人の魂を

向上させる可能性を持つということが言えよう。

B. APL (Paradise Lost， Book I)に対して対象が想像する事柄。言葉として多い順をすべて

アトランダムに上げたみた。

日本

不思議な未知の世界(感じ) =31 (14.6) 不安 =26 (12.3) 

不フk本 =19 (9.0) さまよう =18 (8.5) 

暗い =17 (8.0) 心が休まるキ =16 (7.5) 

優雅キ* =14 (6.6) 暗黒 =12 (5.7) 

神秘 =10 (4.7) 洞窟 二 10 (4.7) 

テレビゲーム = 9 (4.2) 恐怖 = 8 (3.8) 

吸い込まれる = 8 (3.8) 宇宙 = 7 (3.3) 

気味が悪い = 7 (3.3) 合計 212 (100.0%) 

キ「眠たくなるJ '心を澄んだものにする」を含む。

日「ヨーロツノ{J (5例)・「お城J cl例)・「宮殿J (4例)・「貴族J (2例) ，舞踏会J cl例)，クラシック・パ

レーJ Cl例)の合計14例 これを「優雅」のカテゴリとしてまとめている。

さまよう'

舞踊(舞踏会)

心を静める(眠くなる)

悲しい

探検

神秘

ビデオ(テレビ)ゲーム

= 15 (18.1) 

= 8 (9.6) 

= 7 (8.4) 

= 6 (7.2) 

= 4 (4.8) 

= 4 (4.8) 

= 4 (4.8) 

米国

不安布市

混乱

幸福

森

追いかける

ミステリ

. '探してみるがみつからない」・「でられない」の項目を含む。

日(，不吉感J (5)、「サスペンスJ (4)を含めて不安とした。

- 66ー

= 9 (10.8) 

二 7 (8.4) 

二 6 (7.2) 

= 5 (6.0) 

= 4 (4.8) 

= 4 (4.8) 

合計 83 (100.0%) 



文学部論集第84塁手 (2ω8年 3月)

ここで、少し資料そ調整した経過を説明する。米屋で「不安」の項目がない。この英語は

“uneasiness"であろうが、この概念を含むものは、「不安感J rサスペンスj がある。これら

は不安を意味す偽るものと思う O 「不首感J と「サスペンスJ は消えて、「不安j が9となる。他

にも同様の調整をしたものがある。

〔解釈]

臼本の学生が一番敏感に感じる「不思議さ J (14.6見〉は米関の学生ー僚があるのみである

〈上記には掲載dれてないが)。次の「不安感」は日本の学生12.3%は米関の学生も 10%あり

近似している。「森」は呂本の学生が9.0%、米関が 6%である。「さまよう J は日本が8.5%、

米闘が10.8%、「暗いJ は日本が8.0%、米国は 2伊U(2.4%)あるのみである。「こころが休ま

る(静まる)Jは日本が7.5%、米患が8.4%で近fTJ率である。「時奥」は包本が5.7%、米屋は

fjiJがない。「神秘J は日本が4.7%、米慢が4.8%である。 q潟窺」は日本が4.79先、米国は l伊i

(1.2%)のみである。しかも、米閣の学生の鵠窟は「水晶の謂窟」で日本の学金がイメジず

る暗い務懇とは違う o 「テレビ(ビデオ)ゲームJ は日本が4.2話。米闘が4.8%で近i裂する。

「恐d怖J は日本が3.8%、米躍では I倒ある。もっとも、恐怖の感じがする「お化け鰹敷j を

ると 2伊jがある。「吸い込まれるj は日本では3.3%、米国では慨がない。「宇宙」は民本

が3.3%、米闘が2鍔ある。「気味が惑い」は日本が3.3%であるが、米国にはそれがない。

以上は日本を慕準にして、比較したものであるが、まとめる。 5本の学生が庄倒的に感じる

と思う驚きが米識の学生にほとんどない。これは需を窓味ずるのだろうか。これは、

伺でも受け入れようとナる心理の現れなのだろう、と推論する。つまり、存在そのあのを先ず

認めるという って、存在そのものを疑う心理を現す「不思議」というものを排除する

のであろう。「時いj というイメジ会米患の学生は取っていない。音響の中に織さを見ない。

r]恐欝 r吸い込まれる J i気味が患い」のイメジは米悶の学生にはない。これから、米国の学

は情騒性というのが希薄である事が設える。逆に、日本の学生は檎緒的に反fZ;が敏惑であ

る、と言えよう。興味深いのは「テレビ(ビデオ}ゲームJ のイメジが日米の学生は約同率で

みられることである。これは、現代の若者の生活を象徴しているものと患う。大きい共通項と

して、「不安J で i(IJきい}森J の中を「さまよう」。という文章が書けるo 森は人々に不安を

与えるのだろう。

次に、米屋の学生安基準に比較してみよう G …番多いのは「さまよう J (18.1%)で日本

(8.8%) より 2部の軍事である。「不安J は両者とも約i可率(米間10‘8;日本12.7%)であるo

f舞踊」が米闘が 8%であるのに対して、日本は l伊jしかない。音響作成時に 3粕予をとって

いるので、ヅノレツを思わせ、舞踊をイメジしたと考えられる。この 3拍子の溺の意味は、迷い

し{淡101それが、全体のイメジに影響を与えていると思う。舞鱗には明るさがあり、榎雅ぢ

(2 %)につながる。この優建さが日本では、「ヨーロツノ{J(5 i9!J)・「お城J(lf9!J)'

蹟J(4例)・ f議族J(2例) r舞語会(1f9!J) iクラシック・バレーJ(1伊~)のイメジ(合計
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日開)を生んだと思われる。米国では、「心を静めるJ と「麗乱させるJ I理主震である。同

響が反する心理影響そ及ぼしている。同じことが、「幸補J・「悲しきJ にも言える。時じ音響

が一方には宰福感を与え、他方には悲しさを与える。米屈では、自分を大切にして、自分の気

を尊ぶのだろう。ところが、吉本の場合、自分の本心を中心に置かないような感じがする。

米関では、 f芸家検」・「追いかける」などの積極的な持動を意識するが、日本では H列ある。

「森J という特定の名認が日米の学生に共過にでていることも興味深い。

以上から、米留の学生も「不安な状態で森をさまよう J と敢えて共通項として挙げてよいで

あろう G

は、この「不安な状態で森をさまよう j は、「パラダイス・ロスト」第 1泰の中心内容に

なっているのであるo 天上を逃散されたサタン一味が、地獄をさまよう様子がほうふつとして

来る。もっとも、地獄では「森j ではなく、火の瀬であるけれども。任米の学生が期せずして、

j奇じイメジをこのCDから捕らえたのである。

さて、我々の本来の詩的は、「パラダイス・ロストJ のバイオ・ミュージック化にあるのつ

まり、ミルトンの霊感による魂の浄化が霊的向上に役立つと考えるのである。彼の叙事詩はそ

の内容如侍に拘らず、援の崇高な精神が滋還し、かっ、特に大切なことは、援が設業の音楽性

を最大限に利用したことである一一それゆえに、彼の詩の王子響化の意義があるのである。設の

詩が人類に投立つf也の方向は後命者楽の塊の治壊である。次に、この穣点から心理皮認を寵察

する。

日本の学金であるが、バイオ・ミュージックに投立ちそうな項目をみると、 10

議な感じ (31)、 20心が休まる(16)、 30欝雅 (l4)、 40神秘 (10)、5。吸い込まれる

(約、 60 宇宙(義人 70 トランス (1)、説。明るい出口を抜けでようとしている(1)、

七インパクト大(3 )、 100荘厳け)、 110いい感じ(1)、 120異次元(1)、 130得額い

る (1)、 14。別世界(1)、日。伺かを自殺めさせる(1)、述。夜明け(1)、 170

暗黒の世界に立ち向かっていく勇者 (1)、 180空中に浮かんでいる (1)、 190欝神安定剤

(1)、 20。過去をさかのぼる (υ、21。救いはある(1)、 220どんより曇った護誌の隙聞か

ら太陽の光を洛びる(1)、 230ヒーリング・ミュージック (1)、 240限界を越えようとして

いる(1)、 250心の高揚 (1)、 260無の空間 (1)、 270創造の描段階 (1)、 28。こ

向かう側が本当の没界なのかも知れない(1)、 290 ブアンタジーの世界{口、 300 原始人類

(1)、 310神への祈り (1)、 32。教典(1)、 330無限に緩く (1)、 340鴎分以外の

人の嘆き、悲しさ、苦しさを感じることができた (1)、 350 出は微妙に異なっている (1)、

360錨みなし心配ない (1)0370瀬の中tこすうと入ってくる (1)、線。賛美歌(1)、 390

(1)0 (格競内は例数を示す。)以上の反容は、精神のいやしに通じるものと思う。しか

し、これとは逆の皮応も晃られる。問題はそれをどのように克壊するかである。ぞれは別の機

会にする。
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次に、米国の学会:に移る。有主主と態われる反応はし舞騒(8 )、 2。心を静める(7)、 30

( 6 )、 40神秘(4 )、 50宇宙の神夜、(1人 6。何故人はここに生きているか(1)、

7。ゴシック感情(1)、 80 木撮れ日の暖か会 (1)、 90 を考える (1)、 10。非常に

優雅(1)、 110 トランス(2 )、 120教会(1)、 130牧鱗 (1)、 140オルガン(1)、

長敬の念:(1)、 160議典 (1)、 170怒童謡仕入 180あこがれ (1)、 190得体の知れない大

ざい存在 (1)、 20。結構霞おい(1)、 210精神状態の変化(1λ220勝利(2 )、 230不思

議な惑星日入日本人の学生と [8]じく、反対の反J;f;があるので、これをどのように克譲する

かが今後の線龍である Q

( 4 )バイオ・ミュ…ジックの可能性

以上によって、音響失楽闘の心理的反応、は日米の学生の間には有意義な桔違はなかったと言

える。むしろ、内容担握・気分変色において、驚くほど類叫していることさえわかったのであ

る。ぞれは「不安な気分で森をさまよう j という共溜文殺であきらかである。「不安」

変f七、その他は内容概擢を示す。(余談ながら、感次的な結果として、羽米の学生ともこ1ンピ

タ・ゲームの影響を受けていることが分かった。ゲームの内容もさることがながら、良嚢

のゲームを作成することが作成翁髄の責告としてある。〉特筆したのは、 g米の学生とも fト

ランスJ そ挙げていることである。これは、精神的向上に非常に有益な現象である。つぎに、

日米の学生ともに、この響を「お経J として第らえていたことである。精神の治惑は涼し

知と結びいて可能となると思うのが繁華寄らの信念である。この領域と時持に、気分の変北がい

かに癒し関j饗するかを今後の課題重tこしたいと思っている。更に、気分変化評議{績の平均は地の

パリアプノレの中で同 J 番忽いが、標準偏差館が一番高い([表5]参熊)。その中で評錨値で一番

頻度数が多いのは70と80で共に10%である。つまり、高い率で、長震の気分変化が得られると

いうことである。

ここでは、紙掘の剥離から られないが、日本で持った実験で、その結果として、人は学

留することによって、パラダイス・ロストの内務の理解とあいまって音響効巣としての霊的高

揚が遂げられるかということが言えるのである。人によって受容が異なるが、この音響には、

人の魂な持議させるカがある。舞議は「草取の舞j につながるo もちろん、人によって逆の現象

きている。はっきり言えることは、始めは否定的でも、ミルトンの内容を学習すると、探

い療解を示し、ミノレトンの思想、を同化し、肯定し、資響と共に議を掠揚させるようになること

を。それは、機教大学生との共問実験で石康かめたところである。今後、更に厳密な実験と翼賛

のとで学問的結果を追求する。学習の内容も、ミルトンの詳のどこを選択するかが、非常に

要なポイントとなる。この選択も、もっと厳密な心理技誌の調査結果に議づいてなすべき

ると考えている o 今設えることは「昔響失楽議J は伝統音楽とは異なるアプローチがある、す

なわち、ぞれは曲の主張だけでなく、聞く者の感矯を外に出す効果である。だからさまざまな
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感情が反5ちとして出てきたのであろう。

とはいうものの、同持に持った別の調査、ピアノ曲・ファンタジー「和解」との辻較から、

音響は、伝統的音楽には太刀打ちできない読さ・受容度の器さが確かめれた。この調査は別の

機会に発表する。故に、筆者はこのミルトンの「パラダイス・ロスト j の精神を同化し

を期待している。それは、次章に取り上げられるであろう o

第 2牽 r失楽関J の音楽化の試み{森谷美醜)

(1)作曲

「パラダイス・ロスト J

4 

(A)楽しい一日:楽闘のア夕、ムと fヴの散歩(IV，287…352) 

〔場面] (紙謀長の割隈により引用は省略l.

[楽譜] (1) (紙耐制限から金264楽節のうち 1楽節から を抜粋)

(B)楽しい一日:楽彊のアダムとイプの夕べのひと詩(IV，598-775) 

[場部J(紙面の若手~ff授により引用は省略}

[楽譜] (2) (紙面の制限から全180楽節のうちの第 1楽節から第15楽欝を抜粋)

API儲路ntDay in Eden: A Wal員。fAdam and 
b山， 山総榊

A Pleasant Day in Eden:まveningof Adam anぜま~e_
鑓制規棚総出

(楽譜 1) (楽譜 2)
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第 5巻 楽閣の楽しい一日:朝の祈りに急ぐアダムとイブ (V，136-208) 

[場面] (紙面め制践により引用は省略)

[楽譜] (3) (紙屈の叡J~授から全130楽節のうちの第 1 楽節から第12楽節を抜粋)

第8巻 アダムの命名:勤務違の行進 (VIII，338-354) 

〔場面] (紙磁の鰯擦により引舟は省童書〉

[楽譜] (4) (紙閥の制限から全161楽節のうちの第 1楽節から第12楽節を抜粋)

A Ple.asant Oay附 Eden; Adam and Eve Ha副enIngfor Matin草

加巨孟主語
話."，

狗p

終予

{寵評時ムJ 園:一戸~c.::I'I-­司馬品員侮4・・二家ココ

均(醤

(楽譜3) 

Adam Naming Animals: March of Animals 

(楽譜4)
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第 9巻悲劇:運命の分れ、楽園のイプの堕落 (IX.192-833) 

[場面] (紙面の制限により引用は省略)

[楽譜] (5) (紙面の制限から全137楽節のうちの第 1楽節から第14楽節を抜粋)

第10巻悲劇:アダムとイヴの争論 (X.714-1009) 

[場面] (紙面の制限により引用は省略)

[楽譜] (6) (紙面の制限から全121楽節のうちの第 1楽節から第12楽節)

Tragedy; Separation of Fate. Fall of Eve 

時.. ~師事二益分Eミー

r~会主iJ李会:二三1

5十子i¥ト三

[三ニリ;:¥丘二三
(:云竺手τυ|
円子二二一戸二|

(楽譜5) 
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T ragedy; Quarrel of Adam and Eve 
Inwona，PA， UŜ-， JulyI9，1999 

2__ ，..__ ~~.dIÍ画面b 巴 4当主

一じ a:tIJ :::;;;;n ~I 
ぞ.."更ヌヲモ突安鯉哩女、一〆

2^ - - ‘圃園間

ドム工戸冒 ιi二 j 己手ι~
←ヨ二二二二二二三~ *-スー~下二ご主f一一-

3..  JIiI軍軍 .... 麗量F園「 戸哩

(乙~望 v一一日五|
--圃圃

4A 時冨F軍司置「 圏直圏直=哩牛 込---
(一一弔問 JE奇乙|

圃 圏'国百戸 F 圏 I，，;!圃

「.- 畠E ー『 圃 F肩書墨書置匡冒

同 町戸間「

園 V 属国

6̂  -且ー 開 4 問h小

{!L 一予百二‘=:-r:i~i::: :~I 

(楽譜 6) 
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( 2 )ペンデレスキーとの比較

〔場菌〕アダムの命名{パラダイス・ロスト第 8巻、 338-54)

ペンデレスキーの儲から(版権と紙掘の制限により、 60楽部の中から10楽節を引用)

F創轟d.総 L。‘議
I:，，，.，..tlt>ftt岨叫

山岡山田-，.........内…町一一一一幅岡山…・崎一

語長距

(楽譜7)

勤務違がアダムのところに、走りよってくるようすが、ペンデレスキーの鴎にも、よく現

れている。鍍者の曲とを閉ざ比べて、類叡牲が顕著であることが分かった。これなど、創造性

の類根性と寄ってよいだろう。もちろん、創作の時点では、両者には接点はありえなかったけ

れどもο それは、動物遠の行進胞といえるだろう Q その窓味で、行進する磯子にはーっ

のリズムがあるからなのであろう。

あとがき

今回の実験でパタイオ・ミュージックの可能'註の頴究の端緒は開かれたと替えよう。

今後の、さらなる厳密な笑験を積み重ねていくことにしようと患う。特に、 IUPの一部、

Mount Aloysius College， Duquesne UniversityにおけるAPL反応の実験が9丹中旬に行われ、

今聞の成果に反映できなかったことは残念である。5JUぉ機会に発表をしようと患っている O

73 -



ミルトンの「パラダイス・ロスれのパイョt.ミュージッタ化と音楽化の試み〈森谷峰雄・森谷美皇室}

本研究は1999年度梯教大学特期研究幼成の成果である。

*本稿における第 2主主以外のすべて

本*第 2章のみの執筆者(作曲・修士)

*本*この章は1999年 9月18日、京都文教大学において、日本パイオミュージック学会関西支部学

術集会 'APLに対する心期学的反応 日米比較 J として、発表されたものである。(筆者

らは学会開催日と同じ日程で、米国でのきだ験継続のために、滞米中の故、今留に限り、学会か

ら代読を許された。代読者は日本パイオミュ…ジック学会会員・京都文教短期大学教授・(工:

博)安本義正氏であった。この場者と借りて学会と資本氏に謝意を表する。

事**事これらの酪は CDに録音されているのマ (DDA，INC.816 Fifth Ave. Pittsburgh)、希望

の舟きには執筆者らにど連絡下さい。

{投日開発:日本ミルトン学会書籍発部・係教大学森幸子英文学研究笈/発行:シオン出版社/発

売:星雲社/製造:東芝EMI株式会社。

{注2)D. P. Walk告に "Ficino'sSpiritus and Musiど Annal部 Musicologiques，Moyen -Agεd 

Ren品issance，T omε1 (SocietεdeMusiquεd'Autr芭fois，70， Eミuedu Bac， Paris， 1953)， p. 132. 

{設計 KrzysztofPendεrecki(b.1933).オペラ作品には fパラダイス・ロスト j 以外に rlレード

ンの悪魔 J(The Devil of Loudon， 196めがある。

(校長)Krzysztof Penderecki， Paradise Lost， Rappre話entazione，l必ず台tto呂fterJohn Milton 

by Christopher Fry， Schott，Mainz/london/J:¥iew York/Tokyo篭1978.KryzysztofPen-

derecki， ParadiseLost (Sacra Rappresentazione)， Klavierauszu双，Leihmaterial/Unverkau.

fliches Eigentum von B. Schott's Sohne，Mai山崎

5) European American l¥1usicのASCAPで扱っている。住所IはまP‘βOβox850 

PA 19482. 

6 )彩、は自ら組織している日本ミ lレトン学会会長の立場から、「パンソフィアJ 2巻(1997年

9月)で「渡辺淳一「失楽園」に関する声明文J (11-12資)を発淡して、これな一部著者の

渡辺氏および小説の版元に送付した。これに対して、それぞれから仰の問答も必い。

7l 
Informed Consent Form for the Psychological Respon掛 toAcoustic Para￥iise Lost 

Mineo Moritani 

For the present study， you wiI1 be asked to listen to出企印mputermusic for about twelve 

minut部‘ Your task will be to wTite down what you imagine from music‘Us告 allof your 

facultiesヂ imagin荏tion，intellect to undεrstand， and sをnsibility-to 1合tus know what your 

frank impression is‘We are not interεsted in your individual r在spo部 es.I郎総ad，all of your 

respons君swill be confidential and considετεd only in combination with those from other 

押すがcipants.Ther在 isno risk to you from taking part in this rεsearch beyond that which is 

encoun総redin daily Iife. 

Your participation in this study is voluntary事 Youmay decide not to participate in the 

study by not詰igningthis form. However， you would not receive a participation c閃 ditfor・

your例目白ralpsycology research requi問 ment.After the beginning of this study， you have 

the ri双htto withdraw品tany time without losing participation credit if the study makes 
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you feel uncomfortable. 

To avoid the possibility that future participants might learn about the purpose of the ex-

periment， and thus contaminate the results， it will not be possible to debrief you immedi-

atery following your experiment session. If you decide to participate， please indicate 

whether you would like a written debriefing mailed to you after the completion of the ex-

periment by checking “yes" or“no" in the blank following your signature. 

Questions may be asked at any time， and， if needed， you may contact the project director. 

Project Director : Dr. Mineo Moritani 

Phone: 724-465-0809 

1 would like a copy of the debriefing mailed to me. 

口 Yes 口 No

Your name: 

Y our address : 

(注 8) 

Acoustic Paradise Lost (Book One) Date: 

月 月

Class: 

Name: 

(口 male/口 female;age 

Your major: 

Weather: 

Your mood:口good/口 nogood 

We are going to listen to certain acoustic sounds for about twelve minutes. Please describe 

what you have got from them in your imagination. Anything you like to write is we1come. 

(Please in print) 

Acoustic Paradise Lost (“Reconciliation勺 Date:
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Class: 

Name: 

(口 male/口 female;age 

Your major: 

Weather: 

Your mood:口good/口 nogood 
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月f!
We are going to listen to certain acoustic sounds for about twelvεminutes. Pleas巴de宕cribe

what you have got from them in your imagination. Anything you like to write is welcom仏

(Please in print) 

(注9) 

Debriefing for Psychological Response to Acoustic Paradise Lost 

Mineo Moritani 

Earlier in the samester you participated in an experiment on psychological response to 

Acoustic paradise Lost. During the母xperimentyou listened to the comput告rmusic for 

about twelve minutes. Y our task was to write down what you get from the music都

Thξpurpose of this study is to know th悲 differenceof psychological response betw告患部

American students and j註pane総 students，and eventually to make some system of healing 

of human spirit. John Milton was the seventeenth century British poet who made th日ulti.

mate usξof the musicality in the words. The musicality includes sound pr側部T部 (dB)，

which can be transcribed into computer musIc that your heard. As one of th記po詰sibilities，1 

think the music has a h叩 lingpower， considering the character and the quality of th日 poet

and his poem. It is becau日eAcoustic Paradise Lost is an pure abstraction of his配motion

that flows in his poem PIαrαdise Lost. N 0 other elements are included. People who h帥 r

may have some feeling toward to it. Of course， some may feel negatively toward it; the 

others， positively. But a certain rate of those whose response to it is positive is significant. 

{注10) 3拍子の効身さについては、知事事「ミルトンの芸術の理論的研究」上(風間勢勝、昭和52

年)、 381-84参照。 3拍子は迷いも泌す。

{もりたに みねお

(もりたに みれい〉

1999年lOFl15El受理
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